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私
の
経
験
か
ら

　

私
は
、
自
動
車
関
係
の
仕
事
に
長
い
こ

と
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
に

立
ち
上
げ
た
自
動
車
製
造
販
売
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
三
菱
自

動
車
の
製
造
販
売
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
非
常
に
困
難

な
局
面
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
1
年
間
に
85
台
し
か
販
売
で
き
な
い

と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
。
そ
の
上
、
ベ
ト
ナ
ム
で
事
業
を
す

る
と
き
に
、
国
営
企
業
と
の
合
弁
を
求
め

ら
れ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
考
え
方
と

は
合
わ
ず
合
弁
会
社
を
事
業
運
営
す
る
の

に
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
合
弁
会
社
が
設
立
で
き
た

直
後
に
、
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
の
で

す
が
、
そ
の
当
時
の
組
合
員
の
中
に
、
私

ど
も
の
合
弁
会
社
の
ベ
ト
ナ
ム
側
代
表
の

筆
頭
副
社
長
が
入
っ
て
い
た
の
に
は
正
直

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
の
感
覚
か
ら
す

る
と
、
労
働
組
合
と
会
社
経
営
側
と
い
う

の
は
対
立
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
当
時
の
ベ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
労
働
組
合
と
い
う
も
の

は
、
外
国
経
営
企
業
に
於
い
て
は
、
外
国

人
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
関
係
に
お
け
る
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
場
と
い
う
認
識
だ
っ

た
の
で
す
。
か
つ
、
組
合
員
の
中
に
は
、

共
産
党
党
員
も
い
た
り
し
て
、
共
産
党
と

し
て
も
、
外
国
企
業
は
何
を
し
て
い
る
の

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
労
使
関
係
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
、
労
働
組
合
か
ら
、
あ
ま
り
経
済

的
な
要
求
を
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
労
働
組
合
は
ベ
ト
ナ
ム

人
同
士
の
親
睦
会
的
な
要
素
が
非
常
に
強

か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
労
働
組
合
か

ら
会
社
側
へ
の
要
求
と
い
え
ば
、
組
合
と

し
て
組
合
員
み
ん
な
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行

く
の
で
援
助
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う

な
要
求
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
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﹁
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
労
使
紛
争
発
生
の
背
景
と
そ
の
解
決
策
﹂

特 集

日
本
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）専
門
家

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
国
計
画
投
資
省
外
国
投
資
庁
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

市
川 

匡
四
郎

ベ
ト
ナ
ム
の
概
要
～
日
本

と
意
外
と
よ
く
似
た
国
～

　

ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
国
は
日
本
と
よ
く

似
て
い
て
、南
北
に
長
い
国
で
す
。
南
か

ら
北
ま
で
、約
2
0
0
0
ｋ
ｍ
あ
り
ま
す
。

首
都
ハ
ノ
イ

と
ホ
ー
チ
ミ

ン
の
間
を
飛

行
機
で
飛
ぶ

と
2
時
間
弱

で
す
。
日
本

で
言
う
と
、

札
幌
か
ら
九

州
ま
で
の
距

離
感
で
す
。

基
本
的
に
は

南
北
に
長
い

た
め
、
南
と

北
で
は
特
徴

が
異
な
り
ま

す
。
北
の
方
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1966年4月  三菱商事株式会社（事務機械化部）入社
1976年4月  同社（自動車部）へ転部
1981年より5年間
タイ自動車販売会社に出向。
三菱商事会社（自動車部本部）に帰属後、韓国、台湾、
インドネシア、ベトナム向け自動車事業に従事。

1994年1月
ベトナム・ホーチミンに転勤し、
自動車製造販売会社設立プロジェクトに専念。

1994年9月より2000年 8月
ベトナムの自動車製造販売会社へ出向（販売担当副社長、
ハノイ支店長）合計24年間自動車関連業務に従事。

2000年10月～ 03年12月
JETROへ出向の上、海外投資アドバイザーとして
ベトナム・ホーチミン勤務。

2004年 4月～ 12月末
JETROハノイ事務所付海外投資アドバイザーとしてハノイ勤務。

2005年 3月～現在
JICA専門家としてハノイ勤務となり、ベトナム外国投資庁
（FIA）アドバイザーに就任し、現在に至る。



海外労使紛争の未然防止に向けて

21   IMF JC   2009 Autumn

特 集

は
首
都
が
あ
る
こ
と
か
ら
政
治
都
市
で
、

南
が
商
業
都
市
に
な
り
ま
す
。
北
の
方
は

冬
は
5
～
6
度
に
ま
で
下
が
り
ま
す
が
、

夏
は
40
度
く
ら
い
ま
で
上
が
り
ま
す
。
湿

度
は
90
％
以
上
で
す
か
ら
、
気
候
的
に
過

酷
と
い
え
ま
す
。
一
方
、
南
の
方
は
通
年

29
度
前
後
で
、
乾
季
と
雨
季
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
乾
季
は
一
滴
も
雨
が
降
り
ま
せ

ん
が
、
雨
季
に
な
る
と
毎
日
1
時
間
ほ
ど

の
ス
コ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
南
北
で
こ
れ

だ
け
気
候
的
に
異
な
る
と
、
人
間
の
性
格

も
異
な
っ
て
き
ま
す
。
北
の
人
は
比
較
的
、

質
実
剛
健
の
人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
南
の
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
明
朗
快
活
な
人
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
員
が
そ
う
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
比
較
的
そ
う
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
生
活
を
考
え

る
上
で
、
北
の
人
は
大
体
1
週
間
先
く
ら

い
ま
で
の
事
を
考
え
て
動
き
ま
す
が
、
南

の
人
は
そ
の
日
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人

が
多
い
。
こ
れ
が
、
意
外
と
、
労
務
管
理

に
も
影
響
し
て
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
こ
れ
も
労
務
管
理
に
影
響

す
る
こ
と
で
す
が
、
宗
教
観
が
日
本
と
似

て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
80
％
が
仏
教
徒

で
す
。
か
つ
、
日
本
の
仏
教
と
同
じ
大
乗

仏
教
で
す
。
大
乗
仏
教
と
い
う
の
は
、
念

仏
さ
え
唱
え
て
い
れ
ば
浄
土
に
行
け
る
と

い
う
考
え
方
な
の
で
、
別
に
仏
門
に
入
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
タ
イ
の
場

合
は
、
小
乗
仏
教
で
す
の
で
、
一
生
に
1

度
や
2
度
は
仏
門
に
入
ら
な
け
れ
ば
浄
土

に
は
行
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
宗
教
色

が
社
会
生
活
・
会
社
運
営
に
出
て
く
る
こ

と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は

ま
た
儒
教
の
考
え
が
根
付
い
て
い
て
、
年

寄
り
を
大
事
に
し
、
尊
敬
す
る
文
化
が
あ

り
ま
す
。
家
族
も
大
家
族
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
１
９
６
０
年
代
の
日
本

に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
の
国
民
一
人
当
た
り
の
収

入
は
1
0
0
0
ド
ル
を
超
え
ま
し
た
。
所

得
だ
け
を
見
る
と
こ
こ
十
数
年
の
間
に
3

倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
の
中
で
も
、
自
分
た
ち
は
優
れ
て
い

る
と
い
う
自
負
心
が
見
て
と
れ
ま
す
。
タ

イ
を
褒
め
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
は
、「
タ

イ
は
我
々
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
苦
労
し
て

い
る
と
き
に
、
ぬ
く
ぬ
く
と
経
済
成
長
を

遂
げ
た
。
も
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
な
か

っ
た
ら
、
と
っ
く
に
タ
イ
を
抜
い
て
い
る
」

な
ん
て
言
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
特
徴
を
あ
げ
る

と
、
現
在
の
と
こ
ろ
ひ
ど
い
財
政
赤
字
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
補
っ
て
い

る
の
が
日
本
を
始
め
と
し
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
基
金

と
外
国
投
資
で
す
。
ま
た
、
も
う
一
つ
際

立
つ
特
徴
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と

き
に
海
外
に
出
て
行
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
が
、

そ
の
先
で
仕
事
を
し
て
成
功
し
、
ベ
ト
ナ

ム
に
残
し
て
い
っ
た
家
族
へ
の
送
金（
越
僑

送
金
）が
、
２
０
０
８
年
で
70
～
80
億
米
ド

ル
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
、
こ
の
3
つ

の
お
金
の
お
か
げ
で
、
今
の
財
政
赤
字
で

も
何
と
か
経
済
を
回
せ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

投
資
状
況

　

日
本
の
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
投
資
状
況

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
の
累
計
か
ら
す
る
と
日
本
の
企
業
約

1
0
0
0
社
が
ベ
ト
ナ
ム
に
投
資
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
70
～
80
％
が
製
造

業
で
す
。
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
家
電
な

ど
を
製
造
・
販
売
す
る
大
手
企
業

が
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
部
品
を
納
め
る
中
小
企
業

の
方
々
も
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
ほ
と
ん
ど
が
ベ
ト
ナ
ム
に
進

出
し
、
製
造
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
ヤ
マ
ハ
、

ホ
ン
ダ
、
ス
ズ
キ
と
い
う
こ
と
で

ベ
ト
ナ
ム
の
中
に
相
当
数
の
バ
イ

ク
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
す
。
一

方
事
務
機
な
ど
輸
出
加
工
型
と
言

っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
を
生
産
拠
点
と

し
て
大
量
に
製
造
し
た
も
の
を
海

外
に
出
し
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム

の
工
業
化
の
発
展
に
日
本
の
企
業

が
非
常
に
大
き
く
貢
献
を
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
政
府
も
、
日
本
企
業
の
貢
献

を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。「
日
本
企
業

は
頼
り
に
な
る
」、「
日
本
企
業
を
も
っ
と

呼
び
入
れ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
あ

り
、
私
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
世
界
の

金
融
危
機
か
ら
始
ま
っ
た
景
気
後
退
も
あ

り
、２
０
０
９
年
の
投
資
実
績（
図
表
）は
、

大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
２
０
０
８

年
度
は
出
光
興
産
の
方
が
ベ
ト
ナ
ム
に

精
油
所
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
約

62
億
ド
ル
と
い
う
多
額
の
投
資
を
し
て
、

2009年6/22現在  2008年6/22現在　        増減
国

日本
台湾
韓国
中国
香港
米国
BVI

その他

合計

	（件数）	 投資額

	 （35）	 94
	 （17）	 1,294
	 （68）	 1,096
	 （7）	 7
	 （17）	 535
	 （12）	 58
	 （20）	 738
	（137）	 900

	（306）	 4,722

	（件数）	 投資額

	 （47）	 7,109
	 （64）	 8,171
	（113）	 614
	 （36）	 112
	 （20）	 188
	 （26）	 1,354
	 （21）	 2,710
	（151）	10,689

	（478）	30,947

	（件数）	 投資額

△ 12		 △ 7,015
△ 51		 △ 6,877
△ 45		  482
△ 29		  △ 105
△ 3		  347
△ 14		 △ 1,296
△ 1		 △ 1,972
△ 14		  △ 9789

△ 172		 △ 26,225

図表1  ベトナム投資（全体）の現状 （2009年）

投資額単位；百万ドル
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ベ
ト
ナ
ム
に
精
油
所
を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
の

大
き
な
投
資
で
い
う
と
、
住
友
金
属
社
が

台
湾
の
製
鉄
会
社
と
合
弁
で
、
ベ
ト
ナ
ム

に
薄
板
製
造
工
場
を
建
て
る
と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
総
投
資
額
が
約

１
２
０
億
ド
ル
と
い
う
、
大
変
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
操
業
開
始
が
２
～
３
年

後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

日
本
の
製
鉄
業
が
ベ
ト
ナ
ム
に
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
労
務
事
情

　

ベ
ト
ナ
ム
の
総
人
口
は
、
２
０
０
８
年

推
定
で
８
，６
１
６
万
人
い
ま
す
。
年
齢
構

成
は
完
全
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
す
が
、
た

だ
し
、
二
人
っ
子
政
策
も
あ
り
、
少
子
化

も
若
干
進
ん
で
い
ま
す
。
労
働
人
口（
男
性

15
～
60
歳
、
女
性
15
～
55
歳
）を
見
る
と
、

４
，６
０
０
万
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
30
歳
以
下
が
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

失
業
率
は
都
市
部
に
お
い
て
、
２
０
０
８

年
暫
定
で
４・
６
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
経
済
危
機
の
影
響
を
受
け
て
、
ベ

ト
ナ
ム
で
も
輸
出
関
連
企
業
の
操
業
短
縮
等

に
よ
り
失
業
者
が
、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
総
同
盟

の
発
表
で
は
、
２
０
０
９
年
に
入
り
６
カ
月

間
で
、
10
万
人
発
生
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
が
郷
里
に
帰
省
し

て
い
る
た
め
、
幸
い
大
き
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

離
職
率
は
、
南
部
で
20
％
、
北
部
で
10
％

と
な
っ
て
お
り
、
最
近
、
就
職
機
会
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
離
職
率
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

外
資
系
企
業
に
対
す
る
最
低
賃
金
を

見
る
と
、
こ
れ
は
最
低
賃
金
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の

２
０
０
９
年
１
月
調
査
に
よ
る
と
、
都
市

部
で
月
額
１,
２
０
０,
０
０
０
ド
ン（
Ｖ
Ｎ

Ｄ
）（
69
米
ド
ル
）、
地
方
都
市
で
月
額
１,
０

８
０,
０
０
０
ド
ン（
62
米
ド
ル
）、
遠
隔
地

方
都
市
で
月
額
９
５
０
，０
０
０
ド
ン（
54

米
ド
ル
）、
そ
の
他
９
２
０
，０
０
０
ド
ン

（
53
米
ド
ル
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
２
０
０
９
年
１
月
調
査

に
よ
る
と
日
系
製
造
業
の
実
勢
賃
金
は
76

社
平
均
で
、現
場
労
働
者（
高
卒
が
ほ
と
ん

ど
）で
月
額
96
米
ド
ル
、エ
ン
ジ
ニ
ア（
大
卒
）

で
月
額
２
７
０
米
ド
ル
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

月
額
７
９
８
米
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
、
政
府
機
関
お
よ
び
国
営

企
業
の
最
低
賃
金
は
、
月
額
６
８
４
，０
０

０
ド
ン（
39
米
ド
ル
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
国
際
比
較（
２
０
０
９
年
１

月
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
調
査
）で
は
、
月
額
で
ベ
ト

ナ
ム（
ハ
ノ
イ
）
で
69
米
ド
ル
な
の
に
対
し

て
、
中
国（
深
せ
ん
）
で
１
４
６
米
ド
ル
、

タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）
で
１
４
０
米
ド
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン（
マ
ニ
ラ
）
で
は
１
５
２
米
ド

ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
で
は

96
米
ド
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
労
働
時
間
を
見
る

と
、
法
定
祝
日
は
年
９
日
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
労
働
時
間
は
外
資
系
企
業
で
、
８

時
間
労
働
の
６
日
制
で
週
48
時
間
が
基
本

で
、
年
間
労
働
時
間
は
２,
４
２
４
時
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。
残
業
制
度
は
、
年
間
残

業
時
間
の
上
限
は
２
０
０
時
間
に
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
縫
製
業
等
の
特

別
業
種
で
は
年
間
３
０
０
時
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
時
間
外
割
増
率
は
、
通
常
残
業

で
１
５
０
％
、
週
末
残
業
で
２
０
０
％
、

祝
日
残
業
は
３
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
、

深
夜
残
業
は
更
に
30
％
割
増
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の

労
使
紛
争
発
生
の
事
例

　

労
使
紛
争
を
大
別
す
る
と
「
経
済
的
な

こ
と
を
背
景
に
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
」
と
「
解

雇
を
背
景
に
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
」
の
二
つ

に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
不
適
法

ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
形
で
発
生
し
ま
す
。

　

不
適
法
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
の
は
、
突

然
、
従
業
員
が
結
束
し
て
集
団
で
職
場
を

放
棄
し
て
し
ま
う
、
集
団
無
届
職
場
放
棄

と
い
う
も
の
で
、
労
働
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
ス
ト
ラ
イ
キ
の
手
続
き
を
一
切
無
視

し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

労
働
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
ス
ト
ラ
イ
キ

を
行
う
手
続
き
は
、
ま
ず
は
労
使
間
で
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ス
ト
ラ

イ
キ
権
の
確
立（
組
合
内
50
％
以
上
の
賛

成
）
を
し
て
か
ら
、
会
社
側
へ
の
通
知
お
よ

び
労
働
関
係
官
庁（
労
働
・
傷
病
兵
・
社
会

2006年物価高騰・最低賃金改定の不手際等もあり大幅に増加。（外資系
は台湾系、韓国系企業に多く発生）
日本企業における不適法ストライキの発生件数は極めて少なかったが、
2005年末より 2006年初にかけて多くの不適法ストライキが発生した。
2008年末まで約90社となっている。2009年は労働事情が変わった事
もあり７月までに４件程度と幸い少ないが、操業状況若干回復している
事もあり一部企業に於いては不穏な動きも出てきている。

図表2  不適法ストライキの発生状況

 企業形態	 02	 03	 04	 05	 06	 07	 08
国営企業	 ５	 ３	 １	 ２	 na	 na 	 na
越民間企業	 29	 35	 25	 14	 na	 na	 na
外資系企業	 54	 51	 40	 89	 na	 na	 na 
　　計	 88	 119	 66	 105	 400	 550	 300

ベトナムにおける職場（おもちゃメーカー）
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福
祉
局
、
労
働
同
盟
）
に
届
け
出
を
行
う

こ
と
と
定
め
て
い
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
で
起

こ
っ
て
い
る
ス
ト
ラ
イ
キ
は
１
０
０
％
労

働
法
規
定
の
手
続
き
を
経
て
い
な
い
不
適

法
ス
ト
ラ
イ
キ
、
い
わ
ゆ
る
山
猫
ス
ト
ラ

イ
キ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
職
場
放
棄
を
し
て
い
る

人
た
ち
は
、
基
本
的
に
は
5
日
以
内
に
職

場
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
理
由
は
、
労
働
法

に
お
い
て
、
5
日
以
上
の
無
断
欠
勤
は
解

雇
条
件
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め

で
す
。
解
雇
さ
れ
る
の
は
嫌
だ
か
ら
、
ス

ト
ラ
イ
キ
を
や
っ
て
も
5
日
以
内
に
は
戻

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
不
思
議
な
こ
と
に
、

ス
ト
ラ
イ
キ
か
ら
戻
っ
て
き
て
働
い
て
い

る
人
は
、
ま
っ
た
く
何
食
わ
ぬ
顔
で
、
そ

れ
ま
で
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
会
社
に

迷
惑
を
か
け
て
悪
び
れ
る
と
い
う
よ
う
な

様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
不
適
法
ス
ト
ラ

イ
キ
が
起
き
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
基

本
的
に
は
２
０
０
６
年
か
ら
急
激
に
ス
ト

ラ
イ
キ
の
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
（
図
表

2
「
不
法
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
状
況
」）。

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
資
系
企
業
に
お
け
る

も
の
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
社
会
主
義
な
の

で
、
国
営
企
業
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
１
９
９
０
年
半
ば
ご
ろ
は
、
１
２
，

０
０
０
社
ほ
ど
の
国
営
企
業
が
あ
り
ま
し
た

が
、
国
営
企
業
は
す
べ
て
株
式
化
し
て
独
立

採
算
制
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
の
中
で

国
営
企
業
は
減
り
続
け
、
今
は
４
，
０
０
０

社
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
営
企
業
に
お

け
る
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
、
国
営
企
業
の
場
合
、
ス
ト
を
や
っ

て
も
何
も
期
待
で
き
な
い
た
め
で
す
。
国
営

企
業
の
場
合
、
給
料
そ
の
も
の
が
国
の
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
、
賃
上

げ
を
す
る
予
算
が
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
国
営
企
業
が
大
き
な
利
益
を
上
げ
た
場

合
は
、
従
業
員
に
還
元
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
国
営
企
業
に
対
し
て
は
そ
こ

で
働
く
従
業
員
は
あ
ま
り
不
満
を
持
た
な

い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

外
資
系
企
業
に
対
す
る
ス
ト
は
、
従
来

は
、
賃
上
げ
要
求
と
言
う
よ
り
も
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
台
湾
系
の
企
業
に
多
く

見
ら
れ
る
「
最
低
賃
金
以
下
で
労
働
さ
せ

る
」、「
残
業
代
を
払
わ
な
い
」
な
ど
、
過

酷
な
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
対
し
て
多
く

起
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
系
企
業

内
で
は
、
従
業
員
に
暴
力
を
ふ
る
う
ケ
ー

ス
、
た
と
え
ば
役
員
が
現
地
従
業
員
に
対

し
て
仕
事
上
の
こ
と
で
、
平
手
打
ち
を
し

た
り
、
棒
切
れ
で
た
た
く
な
ど
の
非
人
間

的
な
行
為
に
対
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
幸
い
、
日
本
企
業
に
対
す

る
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
私
が
２
０
０
０
年
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
日

本
貿
易
振
興
機
構
）へ
出
向
し
て
い
る
間
に
、

1
件
だ
け
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
合
は
、
新

し
い
社
長
が
日
本
か
ら
赴
任
と
な
り
、
落
ち

込
ん
で
い
た
業
績
を
立
て
直
す
た
め
に
、
と

て
も
意
欲
に
燃
え
て
お
り
ま
し
た
。
現
場
を

見
て
み
る
と
、
工
場
長
が
怠
慢
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
、
注
意
を
繰
り
返
し
た
が
効
果

が
な
く
、
そ
の
工
場
長
を
解
雇
す
る
張
り
紙

を
会
社
に
張
り
出
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
張
り
紙
を
見
た
工
場
長
本
人
は
逆

上
し
、
他
の
労
働
者
を
巻
き
込
ん
で
ス
ト
を

起
こ
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
１
件
だ
け
で
す
。

他
の
日
系
企
業
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ

と
い
う
も
の
は
全
く
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
の
が

２
０
０
５
～
２
０
０
６
年
の
消
費
者
物
価

指
数
が
非
常
に
上
が
っ
て
き
た
頃
で
す
。

そ
の
時
期
に
な
る
と
従
業
員
が
立
ち
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
労
働
組
合
が

あ
っ
て
も
、
組
合
そ
の
も
の
が
機
能
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
組
合
を
通
し
て

何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
、
従
業
員
対
会

社
間
で
の
揉
め
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
今

後
の
課
題
は
、
労
働
組
合
を
ど
う
健
全
に

機
能
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

不
適
法
ス
ト
ラ
イ
キ
の

発
生
の
原
因
と
要
因

　

不
適
法
ス
ト
ラ
イ
キ
の
発
生
の
背
景
と

要
因
に
つ
い
て
は
5
点
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

第
１
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
要
求
の

高
ま
り
で
す
。
１
９
９
０
年
半
ば
こ
ろ
は
、

働
く
場
所
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
労
働
者
た
ち
は
、
わ
が
ま
ま
を
言

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
労
働
者
の
多
く
が
、

少
し
く
ら
い
の
不
満
は
我
慢
し
て
働
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
状

況
が
違
い
、
労
働
者
た
ち
は
経
済
的
な
不

満
や
要
求
を
声
に
出
し
て
言
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
は
労
働
者
需
要
の
増
大
と
格
差
の

拡
大
で
す
。
事
務
系
の
労
働
者
の
不
足
か

ら
、
事
務
系
の
従
業
員
の
給
料
が
上
が
り
、

現
場
の
一
般
労
働
者
と
の
給
料
の
格
差
が

生
ま
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
不
満
が
増
大
し

ま
し
た
。

　

第
３
は
労
働
者
側
の
知
識
不
足
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
急
激
に
労
働
分
野
が
拡
大
し

た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
従
事
し
て

い
た
人
た
ち
を
従
業
員
と
し
て
採
用
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ま
っ

た
く
労
働
知
識
の
な
い
人
が
多
数
、
工
場

で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
就
業
規
則

を
き
ち
ん
と
理
解
せ
ず
守
ら
な
い
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
規
則
で
決

ま
っ
て
い
る
朝
７
時
半
の
出
社
を
守
ら
ず

平
気
で
遅
刻
し
て
く
る
と
か
、
会
社
組
織

と
か
社
長
な
ど
役
職
そ
の
も
の
を
理
解
で

き
な
い
人
も
多
い
で
す
。
要
す
る
に
、
農

業
は
個
人
あ
る
い
は
家
族
で
成
り
立
っ
て

い
る
の
で
、い
わ
ゆ
る
組
織
と
い
う
も
の
に

馴
染
め
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

第
４
は
企
業
内
労
働
組
合
の
未
成
熟
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
労
働
組
合
が
あ
っ
て
も
、
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組
合
員
の
不
平
、
不
満
を
吸
い
上
げ
て
、

そ
れ
を
会
社
側
に
要
求
し
て
組
合
員
の
労

働
条
件
を
改
善
し
て
い
く
と
い
う
組
合
と

し
て
本
来
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

第
５
は
行
政
側
の
対
応
の
不
手
際
と
い

う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
国
営
企
業
で
は
ス

ト
が
起
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
行

政
が
ス
ト
に
対
し
て
不
慣
れ
な
た
め
、
ど

う
対
応
す
べ
き
か
分
か
ら
ず
、
ス
ト
を
収

拾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
背
景
が

あ
り
ま
す
。
行
政
側
が
、
ス
ト
が
不
適
法

で
あ
る
と
の
確
認
を
き
ち
ん
と
行
わ
ず
、

一
方
的
に
企
業
側
に
非
が
あ
る
と
の
見
方

を
す
る
こ
と
に
よ
り
不
適
法
ス
ト
ラ
イ
キ

を
助
長
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

不
適
法
ス
ト
ラ
イ
キ
の

解
決
策

　

そ
こ
で
、
日
系
企
業
側
と
し
て
も
、
ベ
ト

ナ
ム
政
府
と
色
々
な
話
を
し
た
結
果
、
ベ

ト
ナ
ム
政
府
は
、
不
適
法
ス
ト
ラ
イ
キ
解

決
の
た
め
の
労
使
関
係
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
不
適
法
ス

ト
が
起
き
た
場
合
は
、
行
政
に
申
し
出
れ

ば
、
支
援
セ
ン
タ
ー
特
任
担
当
官
が
出
動

し
て
従
業
員
を
説
得
し
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
特
任
担
当
官
は
、

地
区
の
労
働
局
、
労
働
総
同
盟
（
労
働
組
合

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）、
警
察
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た

ち
が
、
ス
ト
の
現
場
に
や
っ
て
き
て
、
会

社
か
ら
状
況
を
聞
い
た
あ
と
で
、
組
合
と

や
り
取
り
を
し
、
ス
ト
の
代
表
が
従
業
員

代
表
と
な
り
会
社
と
団
体
交
渉
を
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
は
企
業
に
と
っ
て
、
と
て
も
シ
リ

ア
ス
な
問
題
で
す
。
製
造
は
1
日
た
り
と

も
休
め
な
い
か
ら
で
す
。
可
能
な
限
り
早

期
解
決
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
会
社
と
し

て
も
、
あ
る
程
度
は
妥
協
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
妥
協
の
結
果
と
し
て
の
解
決

に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も

解
決
し
な
い
場
合
に
は
、
労
働
裁
判
所
の

裁
定
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
う

い
う
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

労
働
省
と
し
て
も
、
こ
の
あ
た
り
を
と

て
も
気
に
し
て
お
り
、
法
制
度
の
整
備
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
違
法
ス
ト
に
対
し
て

は
ス
ト
に
参
加
し
た
従
業
員
に
賠
償
金
を

払
わ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

賠
償
金
額
分
を
給
与
か
ら
差
し
引
く
と
い

う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
が
、
賠
償
金
が
低

い
こ
と
も
あ
り
、
賠
償
金
制
度
自
体
は
あ

ま
り
抑
止
力
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

企
業
と
し
て
の
対
応
と
し
て
は
、
労
働

組
合
を
作
り
、
健
全
に
育
成
し
よ
う
と
い

う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
系
企
業
の

組
合
組
織
率
は
48
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
こ
の
数
字
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
特
有
の
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
組
合
を
育
成
す

る
こ
と
も
含
め
て
、会
社
側
は
、組
合
費
（
給

与
×
1
％
）を
負
担
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、

私
個
人
的
に
は
奇
異
な
も
の
に
感
じ
ま
す

が
、
組
合
を
早
く
育
成
す
る
と
い
う
こ
と
を

目
的
に
、
会
社
と
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
の
知
識
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
企
業
経
営
者
お
よ
び
従
業
員
の

研
修
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

会
社
側
と
労
働
局
が
一
緒
に
な
っ
て
労
働

法
の
理
解
浸
透
の
た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
工
業
団
地
と
い
う
単
位
で
進
め
て

い
ま
す
。
労
働
紛
争
の
経
験
が
な
い
経
営

者
も
多
い
の
で
、
労
務
関
係
に
つ
い
て
の

研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
解
雇
に
伴
う

労
使
紛
争
事
例

　

大
別
し
た
場
合
の
、
二
つ
目
の
不
適
法

ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
従
業
員

解
雇
に
伴
う
も
の
で
す
。
色
々
な
状
況
と

理
由
に
よ
り
、
解
雇
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
労
働
法
の
中
に

規
定
さ
れ
て
い
る
解
雇
条
件
は
、
①
窃
盗

（
刑
事
事
件
と
し
て
立
件
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
）、
②
横
領
、
③
技
術
・
企
業
秘
密
の
漏

洩
、
④
企
業
の
資
産
及
び
利
益
に
重
大
な

損
害
（
こ
の
判
断
が
論
点
と
な
る
）
を
も

た
ら
し
た
行
為
、
⑤
最
高
６
カ
月
間
の
賃

金
据
え
置
き
、
最
高
６
カ
月
間
の
減
給
を

伴
う
配
置
転
換
処
分
を
受
け
て
い
る
期
間

に
違
反
行
為
を
重
ね
た
場
合
、
降
格
処
分

を
受
け
た
従
業
員
が
再
び
違
反
を
重
ね
た

場
合
、
⑥
正
当
な
理
由
が
な
く
１
カ
月
に

計
５
日
間
又
は
年
間
20
日
間
無
断
欠
勤
し

た
場
合
、と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

い
ざ
、
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
は
、

企
業
側
が
敗
訴
す
る
場
合
の
方
が
多
い
で

す
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
労
働
法
と
労
働
裁
判
所

は
、
労
働
者
を
保
護
す
る
立
場
の
も
の
な

の
で
、
最
終
的
な
判
決
で
は
ど
う
し
て
も

企
業
が
敗
訴
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
従
業
員
解
雇
に
関
わ
る
労
働
紛

争
事
例
を
３
ケ
ー
ス
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
あ
る
電
装
品
メ
ー
カ
ー
の

管
理
者
の
事
例
で
す
。
長
期
勤
務
者
管
理

者
ク
ラ
ス
の
解
雇
の
例
で
す
が
、
解
雇
者

本
人
が
不
当
解
雇
と
し
て
労
働
局
に
訴
え

ま
し
た
が
、
企
業
側
が
完
璧
な
証
拠
書
類

を
準
備
し
て
、
明
確
に
説
明
し
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
正
当

解
雇
と
し
て
認
め
ら
れ
、
企
業
が
勝
ち
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
に
持
ち
込
む

際
に
は
、
企
業
と
し
て
は
十
分
な
証
拠
書

類
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
購
買
担

当
者
の
事
例
で
す
。
購
買
担
当
者
が
供
給

会
社
か
ら
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
手
数
料
）
を
受

け
取
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。
た
い
て
い

の
企
業
は
、
こ
れ
を
理
由
に
解
雇
を
し
ま

す
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
、
比
較
的
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
理
由
は
、
会
社
に
損
害
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を
与
え
た
か
ど
う
か
が
判
断
し
づ
ら
い
た

め
で
す
。
こ
の
場
合
も
、
会
社
は
解
雇
し

ま
し
た
が
、
解
雇
者
が
裁
判
所
に
訴
え
た

と
こ
ろ
、
会
社
に
損
害
は
与
え
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
、
会
社
側
の
解
雇
は
不
当
と

裁
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
あ
る
販
売
会
社
の
販
売
員

の
事
例
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
従
業

員
が
、
他
社
製
品
を
自
社
ル
ー
ト
で
販
売
、

す
な
わ
ち
内
職
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
は
、
解
雇
を
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
労
働
法
で
は
内
職
を

禁
止
し
て
い
な
い
た
め
、
解
雇
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
昔
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
で
は
雇

用
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
に
、
優
秀

な
人
は
二
重
に
勤
め
て
も
（
内
職
を
し
て

も
）
良
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

解
雇
に
あ
た
っ
て
の

必
要
な
手
続
き

　

解
雇
に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
手
続
き
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

解
雇
に
あ
た
っ
て
は
会
社
側
と
労
働
組

合
と
解
雇
者
本
人
に
よ
る
査
問
委
員
会
の

設
置
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
査
問
委
員

会
を
開
く
に
あ
た
り
、
会
社
側
は
解
雇
に

到
っ
た
資
料
・
証
拠
を
整
備
し
ま
す
。
査

問
委
員
会
を
実
施
し
た
場
合
は
、
解
雇
者

本
人
の
陳
述
を
行
っ
て
も
ら
い
、
議
事
録

を
作
成
し
て
、
関
係
者
の
署
名
を
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
解
雇
に
あ
た
っ

て
は
必
ず
労
働
組
合
の
承
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
労
働
組
合
が
解
雇
に
同
意
し
な

い
場
合
、
会
社
側
は
労
働
当
局
に
そ
の
旨

を
記
入
し
た
上
で
書
類
を
提
出
し
ま
す
。

手
続
き
が
不
備
な
場
合
は
会
社
側
に
不
利

な
採
決
が
出
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
と
し
て
、
整
備
し
て
お
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
が
従
業
員
規
則
で
す
。

こ
れ
を
可
能
な
限
り
細
か
く
規
定
し
た
上

で
、
本
人
に
納
得
を
さ
せ
、
か
つ
そ
の
終

業
規
則
を
労
働
当
局
に
登
録
を
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
従
業
員
規
則

を
労
働
局
に
登
録
し
て
い
な
い
と
、
就
業

規
則
を
持
っ
て
い
て
も
無
効
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
労
働
紛

争
に
つ
い
て
の
弊
見

　

私
が
個
人
的
に
日
系
企
業
の
方
や
労
働

者
の
方
と
話
を
し
た
と
き
に
感
じ
る
こ
と

で
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
労
使
紛
争

に
お
け
る
問
題
点
と
い
う
の
は
、
ベ
ト
ナ

ム
が
ま
だ
労
使
紛
争
に
関
し
て
は
途
上
国

で
あ
る
と
い
う
点
で
す
。
従
業
員
か
ら
話

を
聞
い
て
い
て
思
う
の
で
す
が
、
発
想
が

幼
稚
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。「
あ
の
人
の
給
料
が
い
く
ら
な
の
に
、

私
の
給
料
は
低
い
」
と
か
よ
く
話
し
て
い

ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
労
働
者
は
給
与
明
細

を
従
業
員
同
士
で
見
せ
合
い
ま
す
。
ボ
ー

ナ
ス
に
つ
い
て
も
、
も
ら
っ
た
額
を
見
せ

合
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
間
で
も
給
料
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ど

の
会
社
が
い
く
ら
従
業
員
に
支
払
っ
て
い

る
か
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ

と
を
単
純
に
比
較
し
て
、
自
分
の
立
場
を

わ
き
ま
え
る
こ
と
な
く
、
そ
う
い
う
不
平

不
満
を
口
に
し
て
、
不
適
法
な
ス
ト
を
起

こ
す
従
業
員
は
、
幼
稚
性
の
あ
る
途
上
段

階
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
う
い
う
不
適
法
な
ス
ト
を
収

拾
す
べ
き
行
政
の
対
応
の
不
手
際
さ
を
見
て

も
、
や
は
り
途
上
国
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス
ト
当
事
者

の
遵
法
精
神
も
途
上
国
で
あ
り
、
法
律
を
守

ろ
う
と
す
る
意
識
が
希
薄
で
す
。　

も
と
も

と
ベ
ト
ナ
ム
人
は
国
民
性
と
し
て
遵
法
精
神

に
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
罰
金

が
発
生
し
な
い
と
な
る
と
法
律
を
守
ろ
う
と

は
し
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
従
来
、
オ
ー
ト

バ
イ
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

交
通
法
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
誰
も
守
ら
な

い
た
め
、
昨
年
か
ら
高
額
の
罰
金
を
課
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
買
う
の

と
同
じ
く
ら
い
の
罰
金
額
に
し
た
と
た
ん
、

誰
も
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
自
体
が
不
適
法

と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

今
後
将
来
、
本
当
の
意
味
で
の
労
働
組
合

中
心
の
「
適
法
」
ス
ト
ラ
イ
キ
が
発
生
し

た
際
の
対
処
方
法
を
、
日
本
企
業
と
し
て

も
検
討
し
て
お
く
こ
と
も
、
企
業
が
今
か

ら
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

案
件
で
す
。
今
ま
で
は
、「
不
適
法
」
と
い

う
こ
と
で
片
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
合
法
と
な
り
、
団
体
交
渉
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
に
、
企
業
は
適
切
に
対
応

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係

　

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
は
相
互
に
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
投
資
環

境
改
善
）
と
い
う
形
で
、
２
０
０
４
年
か

ら
２
０
１
０
年
ま
で
、
6
年
か
け
て
色
々

な
こ
と
を
解
決
し
て
い
く
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
南
北
高
速
鉄
道
、
南
北
高

速
道
路
、
ホ
ア
・
ラ
ク
・
ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
の
３
大
案
件
を
は
じ
め
、
多
く
の
案
件

を
掲
げ
、
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
の
労
働
省
の
ほ
う
も
、
日
本
の

労
働
モ
デ
ル
に
つ
い
て
研
修
し
た
い
と
い

う
希
望
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、

労
働
関
係
委
員
会
（
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
労

働
総
同
盟
、
Ｖ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
の
メ
ン
バ
ー
が

２
０
０
９
年
12
月
に
日
本
に
派
遣
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
我
々
の

商
工
会
の
ほ
う
で
取
り
上
げ
て
実
現
を
す

る
予
定
で
す
。

（
文
責・編
集
＝
Ｉ
Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
組
織
総
務
局
）


